
10
月
23
日
、
組
合
は
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
に
２
０
２
４
年
の
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
秋

闘
二
次
要
求
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
回
答
指
定
日
は
11
月

６
日
で
す
。

こ
の
支
部
秋
闘
二
次
要
求

書
は
、
重
点
要
求
の
み
掲
載

し
た
支
部
秋
闘
一
次
要
求
書

に
、
職
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
労

働
条
件
の
改
善
を
求
め
る
詳

細
要
求
を
追
加
掲
載
し
た
要

求
書
で
す
。

以
下
に
支
部
秋
闘
二
次
要

求
書
か
ら
詳
細
要
求
を
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
向
け
）

労
働
条
件
の
改
善
に
関
す

る
要
求

１
．
恒
常
的
な
仕
事
を
し
て

い
る
臨
時
雇
用
者
や
、
１
年

以
上
の
継
続
勤
務
を
し
て
い

る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
正

社
員
化
を
検
討
す
る
こ
と
。

２
．
社
員
食
堂
に
つ
い
て

（
１
）
箱
崎
事
業
所
の
社
員

食
堂
は
再
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
回
答
す
る
こ

と
。

（
２
）
箱
崎
事
業
所
の
社
員

食
堂
が
再
オ
ー
プ
ン
し
な
い

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合

は
、
箱
崎
事
業
所
の
従
業
員

に
食
費
補
助
金
を
出
す
こ
と
。

（
３
）
箱
崎
以
外
の
事
業
所

の
、
社
員
食
堂
が
利
用
で
き

な
い
従
業
員
に
は
食
費
補
助

金
を
出
す
こ
と
。

６
．
傷
病
休
職
に
関
す
る
要

求傷
病
休
職
期
間
中
は
、
現
行

制
度
で
は
最
初
の
３
ヶ
月

（
短
期
休
職
期
間
）
は
賃
金

が
支
払
わ
れ
、
そ
の
後
は
傷

病
手
当
金
（
本
給
よ
り
低
い

金
額
）
が
支
払
わ
れ
る
が
、

こ
の
制
度
を
２
０
１
４
年
の

就
業
規
則
改
定
前
ま
で
の
最

長
３
年
ま
で
賃
金
を
支
払
う

制
度
に
戻
す
こ
と
。

10
．
物
価
高
騰
を
受
け
、
各

種
出
張
手
当
を
一
律
１
０
０

０
円
増
額
す
る
こ
と
。

11
．
２
時
間
以
上
の
時
間
外

労
働
を
し
た
際
に
支
給
さ
れ

る
食
事
手
当
を
５
０
０
円
に

す
る
こ
と
。

福
利
厚
生
に
関
す
る
要
求

３
．
未
就
学
者
ま
で
に
な
っ

て
い
る
育
児
早
退
の
対
象
を
、

小
学
校
卒
業
ま
で
に
延
長
適

用
す
る
こ
と
。

４
．
借
り
上
げ
社
宅
制
度
の

廃
止
を
撤
回
す
る
こ
と
。

５
．
住
宅
費
補
助
の
廃
止
を

撤
回
す
る
こ
と
。

健
康
及
び
安
全
衛
生
に
関

す
る
要
求

６
．
定
期
健
康
診
断
に
お
い

て
眼
圧
・
眼
底
検
査
を
40
歳

以
上
の
社
員
の
無
料
必
須
検

診
項
目
と
し
て
追
加
す
る
こ

と
。

８
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
無

料
予
防
接
種
を
以
下
の
内
容

で
実
施
す
る
こ
と
。

（
１
）
従
業
員
が
接
種
し
や

す
い
場
所
（
例
：
箱
崎
な
ら

ば
箱
崎
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

で
、
最
初
か
ら
無
料
で
（
自

己
負
担
後
に
補
助
金
を
支
給

す
る
方
法
で
は
な
く
）
、
予

防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
２
）
上
記
の
無
料
予
防
接

種
の
適
用
者
に
、
被
扶
養
者

を
含
め
る
こ
と
。

（
３
）
ま
た
、
外
部
医
療
機

関
で
受
け
た
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
全
額
を
補
助
対
象
と

す
る
こ
と
。

（
４
）
平
日
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
か
か
る
時

間
を
業
務
時
間
扱
い
と
す
る

こ
と
。

（
キ
ン
ド
リ
ル
向
け
）

労
働
条
件
の
改
善
に
関
す

る
要
求

１
．
社
員
食
堂
が
無
い
事
業

所
に
出
勤
し
て
い
る
従
業
員

に
は
食
費
補
助
金
を
出
す
こ

と
。

２
．
物
価
高
騰
を
受
け
、
各

種
出
張
手
当
を
一
律
１
０
０

０
円
増
額
す
る
こ
と
。

３
．
２
時
間
以
上
の
時
間
外

労
働
を
し
た
際
に
支
給
さ
れ

る
食
事
手
当
を
５
０
０
円
に

す
る
こ
と
。

福
利
厚
生
に
関
す
る
要
求

２
．
借
り
上
げ
社
宅
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
。

３
．
住
宅
費
補
助
を
創
設
す

る
こ
と
。

健
康
及
び
安
全
衛
生
に
関

す
る
要
求

１
．
定
期
健
康
診
断
に
お
い

て
眼
圧
・
眼
底
検
査
を
40
歳

以
上
の
社
員
の
無
料
必
須
検

診
項
目
と
し
て
追
加
す
る
こ

と
。

２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
無

料
予
防
接
種
を
以
下
の
内
容

で
実
施
す
る
こ
と
。

（
１
）
従
業
員
が
接
種
し
や

す
い
場
所
（
例
：
箱
崎
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
）
で
、
最
初

か
ら
無
料
で
（
自
己
負
担
後

に
補
助
金
を
支
給
す
る
方
法

で
は
な
く
）
、
予
防
接
種
を

実
施
す
る
こ
と
。

（
２
）
上
記
の
無
料
予
防
接

種
の
適
用
者
に
、
被
扶
養
者

を
含
め
る
こ
と
。

（
３
）
ま
た
、
外
部
医
療
機

関
で
受
け
た
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
全
額
を
補
助
対
象
と

す
る
こ
と
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org
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２０２４年１１月５日 か い な 第２４５４号(4)

東
京
北
部
地
協

７
月
28
日
（
日
）
東
京
地

本
・
北
部
地
協
が
年
次
総
会

と
秋
闘
討
論
集
会
を
行
い
ま

し
た
。

秋
闘
方
針
の
確
認
と
と
も

に
、
鈴
木
東
京
地
本
委
員
長

は
労
働
法
制
改
悪
の
危
険
性

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言

（
案
）
に
秋
闘
で
取
り
組
む

重
要
性
、
秋
闘
に
お
い
て
相

手
の
状
況
を
理
解
し
、
一
人

の
要
求
を
み
ん
な
の
要
求
に

ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
職
場

活
動
、
職
場
闘
争
を
強
め
る

こ
と
に
な
る
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

【
Ｎ
Ｃ
Ｒ
】
現
在
、
自
席
で

昼
食
を
と
り
、
電
話
対
応
す

る
こ
と
も
。
昼
食
場
所
の
確

保
を
。

【
ユ
ニ
オ
ン
光
学
】
時
短
を

要
求
。
営
業
利
益
、
現
在
の

５
％
か
ら
10
％
に
要
求
し
た

い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
、

要
求
し
づ
ら
い
。

【
鈴
木
シ
ャ
ッ
タ
ー
】
今
年

は
中
途
入
社
が
多
か
っ
た
。

全
員
で
行
動
す
る
機
会
増
や

し
た
い
。
継
続
要
求
、
雇
用

延
長
の
賃
金
54
歳
時
の
ま
ま

で
。

【
文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
】
新
入

社
員
確
保
の
た
め
、
処
遇
改

善
を
。

【
東
洋
精
機
】
労
使
と
も
に

従
業
員
確
保
を
。
対
話
と
傾

聴
を
重
視
。

【
地
域
】
６
件
の
労
働
相
談

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

愛
知
地
本

【
愛
知
地
本

早
川
雄
一
書

記
長
】
７
月
27
日
（
土
）
第

16
回
愛
知
地
本
定
期
大
会
が

記
録
的
猛
暑
の
中
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

愛
知
地
本
の
秋
闘
方
針
も

「
未
来
を
つ
く
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
愛
知
地
本
と
自
分
た

ち
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
全

組
合
員
で
１
年
間
を
が
ん
ば

ろ
う
と
書
記
長
か
ら
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

秋
闘
方
針
読
み
合
わ
せ
後

の
討
議
で
「
名
古
屋
工
場
再

建
の
要
求
な
ど
問
題
点
を
秋

闘
要
求
に
練
り
上
げ
て
交
渉

し
て
い
き
た
い
」
（
文
化
・

小
楠
）
、
「
秋
闘
で
は
、
最

賃
協
定
要
求
や
、
バ
ン
ド
給

幅
を
増
額
し
て
も
調
整
給
で

相
殺
さ
れ
る
と
い
っ
た
人
事

制
度
の
改
善
要
求
を
し
て
い

く
」
（
川
本
・
成
瀬
）
、

「
自
由
な
時
間
が
あ
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
。
時
短
要
求

は
労
働
組
合
と
し
て
必
要
な

要
求
」
（
通
信
岐
阜
・
松
葉
）
、

「
労
働
者
に
や
さ
し
い
会
社

７
月
25
日
、
新
た
な
最
低

賃
金
改
定
の
目
安
が
厚
生
労

働
省
の
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
全

地
域
ラ
ン
ク
で
50
円
増
（
５

％
増
）
と
し
、
全
国
加
重
平

均
で
時
給
１
０
０
４
円
か
ら

１
０
５
４
円
に
引
き
上
げ
る

答
申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

昨
今
の
物
価
高
騰
を
鑑
み
、

過
去
最
大
の
上
げ
幅
だ
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
労

連
に
よ
る
生
計
費
調
査
で
は

全
国
ど
こ
で
も
１
５
０
０
円

以
上
な
い
と
生
活
が
で
き
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１
０
５
４
円
で
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
年

収
２
０
０
万
円
に
届
く
か
ど

う
か
と
い
う
水
準
で
す
。
こ

に
し
て
い
き
た
い
」
（
名
古

屋
地
域
・
後
藤
）
、
「
過
去

最
高
の
賞
与
を
勝
ち
取
っ
た

が
、
今
は
仕
事
激
減
。
将
来

的
に
心
配
」
（
バ
ル
ダ
ン
・

佐
藤
）
な
ど
職
場
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
北

村
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

の
物
価
高
騰
の
中
、
生
活
し

て
い
く
に
は
、
余
り
に
厳
し

い
水
準
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

ま
た
地
域
間
格
差
も
２
２

０
円
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
、

最
賃
額
の
低
い
地
方
か
ら
都

市
部
へ
の
労
働
力
流
出
に
つ

な
が
り
ま
す
。
岸
田
政
権
は

２
０
３
０
年
代
半
ば
ま
で
に

最
賃
１
５
０
０
円
と
す
る
目

標
を
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
が
、

先
進
国
の
中
で
も
日
本
の
最

賃
は
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。
安

心
し
て
く
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
全
国
一
律
最
賃
１
５
０

０
円
以
上
の
確
立
に
向
け
、

声
を
上
げ
、
運
動
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
ハ
ン

マ
ー
に
書
か
せ

て
い
た
だ
い
た

が
、
関
東
大
震

災
か
ら
ち
ょ
う

ど
１
０
０
年
だ
っ

た
。
先
日
も
神
奈
川
県
西
部

で
地
震
が
あ
り
、
体
感
的
に

は
震
度
５
ぐ
ら
い
の
か
な
り

の
激
し
い
揺
れ
だ
っ
た
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
連
動
が
と

う
と
う
来
た
か
と
感
じ
た
。

そ
の
後
も
台
風
10
号
の
影

響
に
よ
る
豪
雨
で
国
道
２
４

６
号
の
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た

こ
と
も
驚
き
だ
っ
た
。
近
隣

で
は
普
段
土
砂
崩
れ
な
ど
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
に
、
今

回
は
ひ
ど
い
状
況
だ
っ
た
。

国
道
２
４
６
号
は
開
通
し
て

か
ら
通
っ
て
み
た
が
、
あ
ん

な
と
こ
ろ
が
崩
れ
る
の
か
と
、

地
震
の
影
響
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心

配
だ
▼
災
害
は
会
社
に
い
る

時
と
は
限
ら
な
い
。
自
分
で

備
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
皆
さ
ん
、
今
一
度
災
害

が
あ
っ
た
時
の
対
策
を
。
会

社
も
在
宅
勤
務
の
備
え
用
と

し
て
簡
易
的
な
防
災
グ
ッ
ズ

の
配
布
ぐ
ら
い
は
し
て
欲
し

い
も
の
だ
。
（
Ｍ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用不当労行為事件 11/13(水)10:00 中央労働委員会会議室

定年後再雇用賃金差別裁判 2/06(木)11:00 東京地裁510号法廷

ＡＩ不当労働行為事件は、8月1日に都労委で勝利和解しました。

最
賃

過
去
最
大
引
き
上
げ
で
も

安
心
し
て
く
ら
せ
る
賃
金
に

全
国
か
ら
秋
闘
の
取
組
み
続
々

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部

24
秋
闘
二
次
要
求
書
の
紹
介

重
点
要
求
以
外
の
要
求
よ
り



(3)２０２４年１１月５日 か い な 第２４５４号
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２０２４年１１月５日 か い な 第２４５４号(2)

10
月
24
日
、
金
属
機
械

反
合
闘
争
委
員
会
は
、
す
べ

て
の
争
議
解
決
を
求
め
、
東

京
都
内
で
朝
か
ら
第
３
０
１

回
金
属
反
合
共
同
行
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
行
動
に
は
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
も
参
加
し
ま

し
た
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

本
社
前
行
動

金
属
反
合
共
同
行
動
の
ス

タ
ー
ト
は
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
本
社
前
か
ら
で
し
た
。

同
委
員
会
の
鈴
木
副
委
員
長

は
主
催
者
挨
拶
で
「
キ
ン
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
の
第
三
者

機
関
で
の
争
議
は
、
東
京
地

裁
で
の
定
年
後
再
雇
用
賃
金

差
別
の
一
本
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
時
代
と
比
べ
定
年
後

再
雇
用
の
賃
金
が
改
善
し
て

い
る
が
、
一
時
金
が
な
い
制

度
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
側

も
シ
ニ
ア
の
パ
ワ
ー
を
使
っ

て
こ
そ
有
用
で
あ
る
と
思
う
。

今
後
、
定
年
後
再
雇
用
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
団
体
交
渉

の
中
で
解
決
し
て
い
き
た
い

と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
連
帯
の
挨
拶
で

は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・
通
信
産
業

本
部
の
宇
佐
美
委
員
長
が

「
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
、

社
員
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

業
績
を
上
げ
、
社
員
に
還
元

し
報
い
る
経
営
を
す
べ
き
で

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ノ
バ
・
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル

本
社
前
行
動

キ
ン
ド
リ
ル
本
社
前
の
次

は
ノ
バ
・
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ

ル
本
社
前
行
動
で
す
。

外
資
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

の
エ
ド
ワ
ー
ズ
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
社
と
解
雇
争
議
を
た

た
か
っ
た
島
村
さ
ん
が
連
帯

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
が
も
し
あ
な
た
の

家
族
や
大
切
な
人
が
毎
日
全

力
で
働
き
誇
り
を
持
っ
て
職

務
に
励
ん
で
い
た
の
に
会
社

か
ら
突
然
嫌
が
ら
せ
を
受
け

賃
金
を
減
額
さ
れ
一
方
的
に

配
転
を
命
じ
ら
れ
た
ら
ど
ん

な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
ノ
バ
・
バ
イ
オ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
射
場
委
員
長
は
従
業

員
の
過
酷
な
労
働
環
境
を
改

善
し
よ
う
と
奔
走
し
て
い
た

さ
な
か
に
こ
の
事
件
が
起
き

ま
し
た
。
射
場
さ
ん
は
営
業

職
で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ

げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

倉
庫
に
追
い
や
ら
れ
上
司
か

ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
年
収

で
数
百
万
円
も
減
額
さ
れ
、

今
ま
で
は
休
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

命
と
尊
厳
を
守
る
た
め
た
た

か
い
い
続
け
ま
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。

続
い
て
、
ノ
バ
・
バ
イ
オ

メ
デ
ィ
カ
ル
支
部
・
射
場
委

員
長
が
「
こ
の
争
議
は
２
年

に
な
る
が
、
最
後
ま
で
た
た

か
い
抜
く
」
と
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱
崎
前
行
動

昼
休
み
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱

崎
事
業
所
前
行
動
で
は
、
金

属
機
械
反
合
闘
争
委
員
会
の

生
熊
委
員
長
が
主
催
者
挨
拶

で
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ほ
ど
の
大

企
業
が
定
年
後
の
処
遇
を
改

善
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
、

争
議
を
早
急
に
解
決
す
る
決

断
を
経
営
者
は
す
べ
き
だ
、

と
会
社
の
姿
勢
を
批
判
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
連
帯
の
挨
拶
で

は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
ロ
ー

ル
支
部
の
川
田
委
員
長
が
、

定
年
後
の
処
遇
改
善
で
大
切

な
こ
と
は
諦
め
ず
に
た
た
か

い
続
け
る
こ
と
だ
、
日
本
ロ
ー

ル
で
は
定
年
後
の
賃
金
が
定

年
前
の
90
％
を
実
現
し
た
、

と
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
改
善
を
訴

え
ま
し
た
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
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Kyndryl 六本木 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 大宮西 ＴＬＳ．ＣＥ 佐久間康晴 080-5915-7817

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204
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再
雇
用
制
度
で
あ
る
シ
ニ

ア
契
約
社
員
の
賃
金
が
あ
ま

り
に
も
低
い
状
態
（
月
額
給

与
18
万
５
千
円
・
年
収
２
２

２
万
円
）
が
続
い
て
お
り
、

会
社
の
社
会
的
責
任
や
モ
ラ

ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
10

月
１
日
か
ら
一
年
間
の
契
約

も
同
額
の
月
額
18
万
５
千
円

で
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金
に

関
す
る
問
題
点
や
労
使
交
渉

の
模
様
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で

連
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
が

４
回
目
の
連
載
と
な
り
ま
す
。

東
京
都
労
働
委
員
会
命
令

前
号
ま
で
３
回
連
続
で
団

交
の
や
り
取
り
を
中
心
に
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
社

の
不
誠
実
な
対
応
は
紹
介
し

た
通
り
で
す
。

東
京
都
労
働
委
員
会
は
、

今
年
３
月
18
日
に
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
（
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度
）

事
件
に
お
い
て
発
し
た
命
令

に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
の
給
与
を
議
題
と
す
る
団

体
交
渉
に
お
け
る
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
対
応
は
、
次
の
理
由
で

不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と

認
定
し
て
い
ま
す
。

・
組
合
ら
は
、
長
年
に
わ
た

り
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
処
遇

改
善
を
会
社
に
要
求
し
、
社

会
情
勢
や
定
年
後
再
雇
用
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
会
社
に
改
善
す
べ
き

根
拠
を
示
し
て
き
た
。

・
組
合
ら
は
、
団
体
交
渉
に

お
い
て
も
、
シ
ニ
ア
契
約
社

員
の
給
与
が
低
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
根
拠
を
示
し
た
上

で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
の
説
明
義
務
に

基
づ
く
具
体
的
な
説
明
を
求

め
て
い
た
。

・
こ
れ
に
対
し
、
会
社
は
、

組
合
ら
の
質
問
に
応
じ
た
具

体
的
な
説
明
や
回
答
を
行
わ

ず
、
従
前
と
同
様
の
抽
象
的

な
回
答
を
繰
り
返
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
シ
ニ
ア
契

約
社
員
の
給
与
を
議
題
と
す

る
団
体
交
渉
に
お
け
る
会
社

の
対
応
は
、
不
誠
実
な
団
体

交
渉
に
当
た
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

バ
ン
ド
３
と
は
何
か

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
日
本
で
は
、

新
入
社
員
は
、
入
社
後
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
終
わ
れ
ば
バ

ン
ド
６
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

こ
れ
が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

す
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
お
い
て

は
バ
ン
ド
３
や
バ
ン
ド
４
に

相
当
す
る
職
務
は
、
過
去
に

運
転
手
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
バ
ン
ド
３
や
バ
ン
ド
４
に

相
当
す
る
職
務
は
存
在
せ
ず
、

シ
ニ
ア
契
約
社
員
以
外
に
は

バ
ン
ド
３
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
職
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
業
員
が
所
属
す
る
バ
ン

ド
に
対
応
し
て
給
与
レ
ン
ジ

（
上
限
・
下
限
）
が
決
め
ら

れ
て
お
り
、
給
与
レ
ン
ジ
の

幅
の
中
で
人
事
評
価
に
よ
り

賃
金
額
が
決
定
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の

給
与
水
準
を
交
渉
す
る
た
め

に
は
、
個
々
の
シ
ニ
ア
契
約

社
員
が
担
当
す
る
職
務
の
分

析
・
評
価
に
つ
い
て
情
報
、

及
び
職
務
ご
と
に
競
合
他
社

等
の
給
与
水
準
の
調
査
結
果
、

調
査
方
法
等
の
情
報
の
開
示

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ

ら
の
情
報
を
会
社
が
開
示
し

て
交
渉
を
進
め
て
初
め
て
実

の
あ
る
団
体
交
渉
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度
に
関

す
る
情
報
要
求
（
組
合
書
簡
）

組
合
は
９
月
25
日
の
団
体

交
渉
で
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制

度
に
つ
い
て
会
社
に
質
問
し
、

会
社
は
質
問
を
持
ち
帰
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
は

10
月
１
日
の
書
簡
で
そ
れ
ら

の
質
問
事
項
を
会
社
に
提
示

し
、
10
月
31
日
の
次
回
団

体
交
渉
ま
で
に
文
書
回
答
し
、

誠
実
に
協
議
す
る
こ
と
を
要

求
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
の
書
簡
で
会
社

に
提
示
し
た
質
問
事
項
は
次

の
通
り
で
す
。

１
．
現
在
の
シ
ニ
ア
契
約
社

員
の
人
数
を
年
齢
別
に
開
示

す
る
こ
と
。

60
歳
の
人
数

61
歳
の
人
数

62
歳
の
人
数

63
歳
の
人
数

64
歳
の
人
数

２
．
シ
ニ
ア
契
約
社
員
制
度

が
２
０
１
３
年
４
月
に
で
き

て
か
ら
、
60
歳
定
年
退
職
を

迎
え
た
従
業
員
数
と
そ
の
中

で
シ
ニ
ア
契
約
社
員
を
選
択

し
た
実
績
を
年
度
ご
と
に
開

示
す
る
こ
と
。

３
．
現
在
の
シ
ニ
ア
契
約
社

員
の
総
額
人
件
費
を
開
示
す

る
こ
と
。

４
．
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃

金
を
決
定
す
る
た
め
の
市
場

調
査
の
方
法
、
内
容
、
結
果

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
情
報
・

資
料
開
示
す
る
こ
と
。

５
．
Ｉ
Ｔ
業
界
の
他
社
で
定

年
後
再
雇
用
の
賃
金
水
準
が

ど
の
程
度
か
い
う
点
を
な
ぜ

市
場
調
査
し
な
い
の
か
回
答

す
る
こ
と
。

６
．
２
０
２
４
年
の
市
場
調

査
を
実
施
し
な
い
で
、
ど
の

よ
う
に
シ
ニ
ア
契
約
社
員
賃

金(

月
額
賃
金
18
万
５
千
円)

を
決
定
し
、
２
０
２
４
年
10

月
１
日
か
ら
の
契
約
更
新

(

１
年)

を
し
た
の
か
回
答
す

る
こ
と
。

７
．
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃

金
は
、
60
歳
以
降
社
員
が
受

け
取
る
企
業
年
金
や
公
的
補

助
、
厚
生
年
金
を
配
慮
し
て

決
定
さ
れ
て
い
た
。
ど
の
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
回

答
す
る
こ
と
。

８
．
定
年
ま
で
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ス
キ
ル

に
応
じ
た
賃
金
だ
と
言
わ
れ

て
、
60
歳
に
な
る
と
な
ぜ
一

律
に
バ
ン
ド
３
の
仕
事
し
か

あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
制
度
に

な
る
の
か
回
答
す
る
こ
と
。

９
．
「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の

職
務
は
、
外
注
し
て
い
た
業

務
等
を
一
部
中
止
し
て
新
た

に
創
出
し
た
も
の
」
と
断
定

し
て
い
る
が
、
シ
ニ
ア
契
約

社
員
の
す
べ
て
の
業
務
を
確

認
し
た
調
査
方
法
、
結
果
を

開
示
す
る
こ
と
。

10
．
業
務
の
ア
サ
イ
ン
が
ま
っ

た
く
無
い
シ
ニ
ア
契
約
社
員

が
い
る
か
ど
う
か
、
業
務
の

ア
サ
イ
ン
が
勤
務
時
間
の
50

％
未
満
と
い
う
シ
ニ
ア
契
約

社
員
が
い
る
か
ど
う
か
、
を

回
答
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
シ
ニ
ア
契
約
社
員

が
組
合
員
の
中
に
い
る
か
ど

う
か
、
を
回
答
す
る
こ
と
。

（
次
回
に
つ
づ
く
）

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金

本
当
に
年
収
２
２
２
万
円
で
い
い
の
か
（
連
載
④
）

第
３
０
１
回
金
属
反
合
共
同
行
動

す
べ
て
の
争
議
を
解
決
し
よ
う


